












































小学校現職教員<在職 14 年>１名、大学院生１名）で KJ 法（川喜田二郎,1967）を用いて
分類し、表１と図１のように整理した。 
（２）インタビュー 
2002 年度に 2 名(のべ 3 回)、2003 年度に 4 名(のべ 4 回)、2004 年度に 1 名（のべ 1 回）
























7 個であり、5 月が最も多く、次に 6 月、最後が 4 と 7 月の順である。また、4、5、6、7
月の心配と答えた項目数はそれぞれ 6、7、6、5 項目あり 5 月が最も多い。学校に関する
心配と同様注２）、他の月に比べ 5 月がもっとも心配の数も種類も多い。ただし、水泳の心








































































































































































































































































月の学校に関する心配項目の合計数は、それぞれ 13、16、11、10 個であり、5 月が
最も多く、次に 4 と 6 月、最後が 7 月の順である。また、4、5、6、7 月の心配と答
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